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直言拝聴 

「省エネの推進に「クールネット東京」をご活用ください！」 

財団法人東京都環境整備公社・東京都地球温暖化防止活動推進センター長  

木村真弘 
１ はじめに 
皆様はじめまして！私は、東京都地球温暖化防止活動推進センターの木村と申します。「東京

都地球温暖化防止活動推進センター」という名前を目にするのは、ほとんどの方にとって今回が

初めてだと思いますので、本稿をお借りして私どもの活動を紹介させていただきたいと思いま

す。 
２ 東京都内の二酸化炭素の排出状況 
 まず、東京都内の二酸化炭素（ＣＯ２）の排出状況を記した図表１をご覧ください。2005年度
の二酸化炭素排出量は、５,747 万トンであり、1990 年度の排出量である 5,439 万トンに比べる
と 308万トン、5.7％の増加となっています。部門別で見た場合、1990年度（平成 2年度）比 2005
年度（平成 17年度）の伸び率は、業務部門が３３％、家庭部門が 16％と大きく増加し、運輸部
門は微増、産業部門は４４％の減少です。 
構成比で見ても、業務部門の割合は 1990年度には 29％であったものが、2005 年度には 36％

まで高まっており、現在の動向が続くならば、更にその割合を増やしていくことになります。 
このことから、東京の温暖化対策を進めるには、とりわけ業務部門及び家庭部門の対策強化を

図るとともに、他の部門での削減ポテンシャルを生かす取組と合わせ、確実に温室効果ガスを削

減していく必要があるといえます。 

図表１ 

 都内のＣＯ２排出量 
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診断の所要時間は、概ね半日程度であり、お客様の負担をなるべく軽くできるようにしており

ます。 
診断の結果は、当日の最後に概略を口頭でお伝えするほか、後日、報告書に取りまとめてご提

出いたします。報告書には、現在使用している機器の使い方や設定の見直しなど、お金のかから

ない省エネ対策から、大きな削減効果が得られる設備更新対策まで、それぞれの事業所にあった

具体的な対策をご提案しています。これまでの実績では、少ない事業所では５％、多い所では３

０％、平均では１０％程度のエネルギー削減提案をさせていただいております。 
さらに、お金をあまりかけずに省エネを進めたいが、自社だけで機器の調整などをするには不

安があるという事業者様向けには、運用改善技術支援事業をご用意しております。この事業は、

省エネルギー診断の結果に基づき、新たな投資をせず、既存の設備の使用方法等を改善する技術

支援を改めて現地で行うものです。 
 皆様にとって、この省エネルギー診断・運用改善技術支援事業をご利用された場合のメリット

としては、大きく 3つあげられます。 
まず、一つ目が、経費を節減できるということです。省エネ提案を実行していただくとエネルギ

ーの使用量が少なくなりますので、光熱水費の削減に直結し、経費の節減ができます。次に、エ

ネルギーの使用量が少なくなるということは、ＣＯ２排出量が削減されるということであります

ので、地球温暖化の防止に貢献したことになります。さらに、地球温暖化防止に取り組む環境配

慮企業として、企業のイメージの向上につなげることができます。 
 どちらの事業も事業所様のご負担なく無料でご利用いただけますので、省エネに御関心のある

方は是非お問い合わせください。お申し込みは、センターのＷｅｂサイトから承っております。 
５ 家庭向け事業 
 家庭においては、家電製品や照明の使用に伴うエネルギー消費が多いため、省エネ性能の高い

家電製品や消費電力の少ない電球形蛍光灯の普及を促進する必要があります。このため、地域の

家電店様のご協力をいただきながら、省エネ家電等の情報提供を行っております。 
  

３ 設立の経緯 
 東京都は、以上のような二酸化炭素の排出状況を踏まえ、部門別に様々な施策を積極的に

展開しております。そして、平成 19年 12月、省エネに向けた対策が立ち遅れている中小企
業や家庭での温暖化対策を支援するため「地球温暖化防止活動推進センター」を設立すると

う方針を打ち出しました。 
 この「地球温暖化防止活動推進センター」というのは、地球温暖化対策の推進に関する法

律第 24条に設置根拠があります。同法では、各都道府県において、地球温暖化防止活動の推
進を図ることを目的とする民法法人等の中から、ひとつの団体に限って、知事が指定するこ

とができるとされています（平成 20年 12月 24日現在の施行法令）。東京におきましては、
昨年の 2 月に財団法人東京都環境整備公社が知事の指定を受け、4 月から東京都地球温暖化
防止活動推進センター（以下「センター」という。）としての活動を開始いたしました。 
 センターの活動内容は、地球温暖化防止に関する「啓発・広報」、「照会・相談」、「調査研

究」、「情報提供」などであり、都内の二酸化炭素排出状況を踏まえ、中小規模事業所及び家

庭部門に主なターゲットを置いて活動しています。 
４ 中小規模事業所向けの事業～省エネ診断・運用改善～ 
 それでは、まず、中小規模事業所向けの事業をご紹介いたします。なお、ここでいう中小

規模事業所とは、年間のエネルギー使用量が原油換算で１，５００キロリットル未満の事業

所のことです。しかがいまして、企業の規模としては“大企業”であっても、エネルギーを

使用する事業所単位で見た場合には、“中小規模事業所”となることが多々あります。（ちな

みに、大規模事業所は、都内にわずか 1,300程度であり、中小規模事業所は、70万弱あると
されています。）今年度、重点的に実施している事業が、省エネルギー診断・運用改善技術支

援事業です。省エネルギー診断事業は、センターの技術専門員がお申し込みをいただいた都

内の中小規模事業所様にお伺いして、電気やガス等のエネルギーの使用状況を拝見し、省エ

ネに関するご提案や技術的な助言を無料で申し上げるものです 
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図表２ 住宅用太陽エネルギー利用機器導入促進事業（概要） 

１ 事業期間 

平成２１年度及び平成２２年度 

２ 主な補助対象要件 

  都内の住宅に新規に設置されたもの（戸建・集合、個人・法人等を含む） 

３ 補助金の対象システム、単価等 

  

区分 補助単価

太陽光 100,000円/ｋＷ

9,000円/㎡

33,000円/㎡

ソーラーシステム

太陽熱温水器

太陽光発電システム

太陽熱
16,500円/㎡

グリーン熱証書の
発行ができないもの

グリーン熱証書の
発行ができるもの

対象システム

 

※太陽熱を熱源とするグリーン熱証書制度については、現在、（財）日本エネルギー経済研究所グリーンエネルギー認

証センターにおいて、検討が進められている。そこで、グリーン熱証書制度の創設後においては、本要綱を改正し、

環境価値のグリーン熱証書の発行が可能なソーラーシステムについても、補助の対象に盛り込むこととする。 

４ 事業スキーム等 

図表３のとおり 

５ 補助金受付窓口 

  東京都地球温暖化防止活動推進センター 太陽エネルギー補助金担当 

〒163-8001 新宿区西新宿2－8－1 東京都第二本庁舎９階 

 TEL:03－5388－3472 

６ 事業の特徴 

・ 補助金交付の条件として、設置者は１０年分の環境価値を公社に譲渡 

・ 公社は譲渡された環境価値を証書化し、企業等へ販売することで更なる支援に向けた資金を

確保 

・ 対象システムの設置後申請や販売店等による代理申請により申請者の手続きの負担を軽減 

・ 標準的な場合、本補助金は国や区市等の補助金との併給が可能 
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グリーンエネルギー
認証センター

都民等
（財）東京都環境整備公社

（東京都地球温暖化防止活動推進センター）

東京都

企業等

①出えん金
　90億円（2年分）

③補助金交付

④環境価値
　の譲渡(10年分）

⑤環境価値量
　の認証申請

⑥環境価値量
　の認証

⑧購入費用⑦グリーン電力
　（熱）証書

環境価値 基金

②補助金申請

検
針
機
関

環境価値
量の検針

環境価値
量の報告

太陽エネルギー
利用機器の設置

＜事業スキーム＞ 

さらに、次世代を担う児童を対象とした「アクション ７
セブン

」という事業も行っております。

これは、小学校３年生以上を対象とした実践的な環境学習の素材を提供するものです。チェ

ックシートを利用し、誰でも、今すぐ、簡単にできる３～７つの行動に取り組むことで、児

童が自主的に環境について学び、考え、行動する契機とすることを目的としています。 
また、東京都は、家庭部門のＣＯ２を削減するため、太陽エネルギー利用機器の飛躍的な導

入の拡大を目指しています。具体的には、平成 21 年度・22 年度において、一定の条件の下
に補助金を交付する支援策を発表しており、この事業を当センターで行う予定となっており

ます。（図表２参照） 
６ 最後に 
 当センターでは、都民や事業者の皆様に親しみをもっていただけるよう、愛称とシンボル

マークを公募し、右図のとおり選定いたしました。 
愛称「クールネット東京」は、市民団体、事業者、自治体等と幅広いネットワークを築き、

東京の中小規模事業所及び家庭部門の温暖化対策の拠点としてＣＯ２削減を支援していくと

いう、当センターが果たすべき役割を表現しています。 
また、シンボルマークは、「とうきょう」の「と」と 

東京タワーをモチーフに、東京が中心となって地球温暖 
化を防止するイメージを重ね合わせ、印象深く、親しみ 
やすいシンボルマークとして表現しています。 
 今後、皆様と一緒に地球温暖化対策を進めてけたらと 
思っております。 
どうぞ、お気軽にお問い合わせくださいますよう、よろ 

しくお願いします。 
 

 【お問い合わせ・省エネ診断お申し込み先】03-5388-3439 
 【ＷＥＢサイト】http://www.tokyo-co2down.jp/ 

図表３ 
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理
事
長 
紺
野
武
郎 

昨
年
後
半
か
ら
巻
き
起
こ
っ
た
金
融

ス
パ
イ
ラ
ル
は
、
さ
ら
に
勢
い
を
増
し

て
全
世
界
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。 

た
だ
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
つ
だ
け
の
、

情
け
な
い
状
況
で
す
が
、
地
球
環
境
を

考
え
れ
ば
理
想
的
な
脱
炭
素
社
会
に
向

か
っ
て
い
る
と
、
無
駄
遣
い
を
し
な
い

で
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
最
善
策
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。 

嬉
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

全
国
の
同
業
者
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た

日
資
連
の
本
省
認
可
を
、
経
済
産
業
省

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
よ
り
頂
き
ま
し
た
。 

今
こ
そ
組
合
員
各
位
の
連
携
を
強
化

し
て
、
地
域
の
３
Ｒ
政
策
達
成
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

口
先
だ
け
の
宣
伝
で
は
な
い
真
の
実

践
の
伴
っ
た
環
境
の
年
が
明
け
る
こ
と

を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

総
務
委
員
長 

萩
原
貞
雄 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
昨
年
は
官
公
需
適
格
組
合

の
更
新
、
環
境
資
格
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
２
１
」
の
取
得
の
他
、
平
成
十
七
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
官
公
需
受
注
検
査

活
動
を
充
実
さ
せ
る
等
、
活
発
に
活
動

を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
年
も
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
活
用
し

な
が
ら
、
行
政
・
市
民
の
皆
様
に
よ
り

一
層
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
事
業
の
遂
行

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

業
務
委
員
長 

小
畑
和
夫 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

昨
年
秋
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
始
ま
っ
た

経
済
不
安
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界 

       

中
に
広
が
り
を
み
せ
、
急
激
な
再
生
資 

源
価
格
の
暴
落
を
招
い
て
年
を
越
し
ま

し
た
。 

今
年
に
入
り
さ
ら
に
状
況
は
悪
化
す

る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
組
合
に
と
っ
て
も
非
常
に
厳
し
い

年
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

平
成
十
七
年
か
ら
組
合
委
託
業
務
の

受
注
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
各
種
の
業
務
が
安
全
か
つ

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
更
な
る
委
託
業
務
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
や
働
く
作
業
員
の
意
識
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
、

定
期
的
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

組
合
は
、
市
民
・
行
政
か
ら
熱
い
信

頼
を
よ
せ
て
頂
け
る
よ
う
な
業
務
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。 

財
務
委
員
長 

古
川
敏
雄 

 

昨
年
来
の
経
済
危
機
に
伴
い
、
資
源 

価
格
も
暴
落
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。 

       

当
組
合
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に 

対
し
、
経
費
の
削
減
、
業
務
の
合
理
化

等
で
乗
り
切
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

本
年
も
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
頂
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

集
団
回
収
委
員
長 

土
井
健
一
郎 

 

昨
年
か
ら
の
経
済
不
況
に
よ
り
、
資

源
価
格
が
暴
落
し
た
こ
と
で
、
集
団
回

収
事
業
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

本
年
は
、
集
団
回
収
団
体
の
皆
様
と

の
交
流
を
よ
り
一
層
深
め
、
共
に
手
を

携
え
て
こ
の
苦
境
を
乗
り
切
っ
て
い
け

る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

福
利
厚
生
委
員
長 

藤
野
祐
子 

 

本
年
も
組
合
員
・
従
業
員
に
対
す
る

福
利
厚
生
・
研
修
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

本
年
も
宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。 

広
報
委
員
長 

吉
浦
髙
志 

昨
年
は
百
年
に
一
度
と
い
う
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

U
SA

に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
ま

し
た
。 

今
年
が
不
況
の
本
場
所
で
す
。 

百
年
に
一
度
の
不
況
と
の
戦
い
に
元

気
な
体
で
会
え
た
の
を
幸
運
と
思
い
、

今
ま
で
培
っ
た
素
敵
な
叡
智
を
フ
ル
出

動
さ
せ
て
乗
り
切
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

青
年
部
長 

藤
野
理
広 

 

昨
年
は
、
平
成
十
七
年
か
ら
行
っ
て

い
る
委
託
業
務
の
検
査
活
動
や
各
市
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
等
、
組
合

事
業
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
活
発
に
参

加
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

本
年
も
昨
年
以
上
に
、
組
合
事
業
の

発
展
や
地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

二
〇
〇
九
年 

の
抱
負 

謹
賀
新
年 
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（
二
〇
〇
八
年
九
月
二
四
日
） 

一
．
㈱
西
原
商
店
・
㈱
熊
本
市
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
セ
ン
タ
ー 

㈱
西
原
商
店
は
、
再
生
資
源
全
般
に
加 

え
て
一
廃
産
廃
事
業
と
、
熊
本
県
内
は 

も
ち
ろ
ん
九
州
全
域
を
網
羅
し
た
営
業 

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
行
政
・
企
業･ 

市
民
と
の
連
携
も
整
っ
た
環
境
企
業
で 

あ
る
。 

西
原
会
長(

日
資
連
副
会
長
・
九
州
支
部 

長)

に
ご
案
内
を
頂
い
た
。 

㈱
熊
本
市
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
セ
ン
タ
ー

は
、
そ
の
系
列
会
社
と
し
て
昭
和
五
五

年
に
設
立
し
、
熊
本
市
の
行
政
回
収
受

託
作
業
を
主
力
事
業
に
し
て
い
る
。 

古
紙
・
び
ん
缶
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
が
取
り
扱
い
品
目
で
、
医

療
系
廃
棄
物
保
管
ヤ
ー
ド
な
ど
も
有
し

て
い
る
。 

び
ん
缶
を
混
合
で
回
収
し
、
古
紙
類
も 

混
合
で
回
収
し
て
ラ
イ
ン
で
選
別
し
て 

い
た
。 

び
ん
缶
ラ
イ
ン
は
、
磁
選
機
で
ス
チ
ー 

ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
を
取
り
出
し
た
後
、 

び
ん
は
三
種
類
の
カ
レ
ッ
ト
に
分
別
し 

て
い
る
。
び
ん
缶
合
わ
せ
て
月
五
〇
ト 

ン
入
荷
。 

                  

古
紙
も
、
長
い
コ
ン
ベ
ア
の
両
側
に
十 

人
ほ
ど
の
作
業
員
が
並
び
、
ま
ず
段
ボ 

ー
ル
を
取
り
、
次
に
新
聞
を
取
っ
て
、 

最
後
に
雑
誌
雑
紙
類
を
残
す
方
法
で
分

別
し
て
い
た
。
古
紙
が
同
社
に
入
荷
す

る
分
は
熊
本
市
の
約
半
分
の
エ
リ
ア
で
、

毎
週
水
曜
日
に
地
域
を
決
め
て
市
職
員

が
直
で
回
収
し
、
一
日
で
約
七
〇
ト
ン

の
ミ
ッ
ク
ス
古
紙
を
処
理
し
て
い
る
。

七
年
ほ
ど
前
に
来
た
と
き
に
は
水
曜
日

毎
に
三
〇
〇
ト
ン
近
く
集
ま
っ
て
い
た

と
記
憶
し
て
い
る
が
、
や
は
り
熊
本
も

「
抜
取
り
被
害
」
に
苦
し
ん
で
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
同
社
新
港
事
業
所

(

県
有
地
三
千
坪)

で
選
別
後
フ
レ
ー
ク

状
に
処
理
し
て
い
る
。
本
年
六
月
稼
動

で
建
設
費
が
一
億
八
千
万
円
、
処
理
能

力
は
八
ト
ン
／
日(

八
時
間)

と
言
う
。 

現
在
、
西
原
グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
間
二

千
ト
ン
か
ら
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。 

二
．
水
俣
市
市
民
の
資
源
分
別
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
視
察 

夕
方
五
時
前
に
市
内
の
資
源
分
別
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
到
着
。
三
〇
坪
ほ
ど
の
空

き
地
に
十
四
種
類
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ

ン
テ
ナ
が
並
ん
で
い
た
。 

生
び
ん
以
外
五
種
類
の
カ
レ
ッ
ト
・
缶

二
種
類
・
な
べ
釜
、
電
気
コ
ー
ド
・
乾

電
池
・
蛍
光
灯
・
ペ
ッ
ト
Ｂ
な
ど
。
さ

ら
に
新
聞･

雑
誌･

段
ボ
ー
ル
も
大
量
に

運
び
こ
ま
れ
て
い
た
。 

             

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
町
内
会
の
役
員
が

立
会
い
、
町
内
の
住
民
は
、
決
め
ら
れ

た
日
時
、
夕
方
二
時
間
程
度
に
各
自
が

資
源
を
持
っ
て
き
て
分
別
し
な
が
ら
コ

ン
テ
ナ
に
入
れ
る
。 

役
員
の
指
導
も
厳
し
く
住
民
も
忠
実
に

従
う
。 

そ
の
他
の
ご
み
類
を
加
え
る
と
市
民
は
、

二
二
種
類
の
分
別
を
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。 

市
民
に
話
を
聞
く
と
「
当
た
り
前
の
作

業
と
し
て
全
く
苦
に
な
ら
な
い
」
と
の

答
え
が
返
っ
て
く
る
。 

集
ま
っ
た
資
源
物
は
次
ぎ
の
日
の
朝
に

市
の
車
が
回
収
に
来
る
。(

市
民
の
熱
意

に
見
守
ら
れ
て
、
古
紙
も
ア
ル
ミ
缶
も

盗
ま
れ
た
こ
と
が
な
い
そ
う
だ
。)  

 

資
源
物
売
上
金
の
１
部
は
、
各
町
内
会

に
数
量
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
。 

な
お
水
俣
市
は
人
口
二
七
七
五
〇
人

「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
指
定
さ
れ
た

全
国
で
六
自
治
体
の
一
つ
で
、
年
間
三

千
人
以
上
の
視
察
見
学
者
が
あ
る
と
言

う
。 

見
学
者
を
案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市

民
登
録
制
度
も
確
立
し
て
い
る
。 

環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
徹
底
し
た
分

別
収
集
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
水
俣
病

と
言
う
ダ
ー
テ
ィ
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
こ
と
と
、
破
砕
機
に
か
け
た
ガ
ス
ボ

ン
ベ
が
暴
発
し
て
市
が
多
大
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
が
要
因
だ
っ
た
。 

 

熊
本
・
水
俣
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等 

見
学
会
参
加
報
告 

（
社
団
法
人 

東
京
都
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
会
） 

熊本市リサイクルセンターでの 

紙の選別作業の様子 

水俣市の資源分別ステーション 
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（
九
月
二
五
日
） 

三
．
㈱
田
中
商
店 

水
俣
営
業
所 

 

㈱
田
中
商
店
は
、
水
俣
エ
コ
タ
ウ
ン 

の
一
角
に
あ
り
、
水
俣
市
の
循
環
型
街

づ
く
り
の
中
核
的
働
き
を
担
っ
て
い
た
。

そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
の
田
中
専
務
の

ご
案
内
で
、
営
業
所
の
見
学
や
地
域
業

界
の
状
況
な
ど
説
明
を
頂
い
た
。 

 

当
営
業
所
で
の
主
な
事
業
は
、
リ
タ

ー
ナ
ブ
ル
び
ん
の
洗
滌
作
業
で
、
一
五

〇
〜
二
〇
〇
〇
ｍ
ｌ
び
ん 

を
五
〇
〇

〇
〜
二
四
〇
〇
〇
本
／
日(

八
ｈ)

ま
で

洗
滌
可
能
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
栓
抜
機･

洗
び
ん
機
・
検
査
ラ
イ
ン
と
す
べ
て
の

工
程
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
民

の
環
境
教
育
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も 

Ｒ
び
ん(

統
一
規

格
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん)

普
及
運
動
と

し
て
、
南
九
州
に
お
け
る
茶
び
ん(

九
〇

〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル)

の
統
一
リ
ユ
ー
ス

モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。 

 

ま
た
、
雑
び
ん
カ
レ
ッ
ト
で
路
盤
材

を
作
り
、
地
元
商
店
街
の
道
路
に
色
々

な
絵
や
模
様
を
施
す
景
観
舗
装
も
広
め

て
い
た
。 

 

面
白
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ワ
イ 

ン
や
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
廃
び
ん
を
利 

      

（
日
資
連
）
日
本
再
生
資
源
事
業
協
同

組
合
連
合
会
は
、
本
年
十
月
二
十
九
日

に
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
を
原

局
と
し
て
本
省
認
可
を
取
得
し
、
こ
れ

を
弾
み
と
し
て
更
な
る
組
織
強
化
を
図

る
た
め
、
十
一
月
三
日
（
月
）
〜
四
日

（
火
）
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
研
修
会

を
開
催
し
た
。 

 

最
初
に
、
日
資
連
・
紺
野
会
長
が
、

「
日
資
連
に
と
っ
て
悲
願
で
あ
っ
た
今

回
の
本
省
認
可
決
定
は
、
組
合
員
及
び

関
係
者
の
粘
り
強
い
活
動
に
よ
っ
て
導

か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
す
る

と
と
も
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

今
後
と
も
、
再
生
資
源
回
収
事
業
者
認

定
制
度
の
充
実
、
会
員
一
人
一
人
の
意 

識
改
革
等
の
課
題
の
解
決
に
尽
力
し
な 

用
し
た
「
リ
グ
ラ
ス
」
作
り
と
そ
の
販

売
だ
っ
た
。
廃
び
ん
の
底
の
部
分
を
高

さ
一
〇
㎝
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
切
り
、

切
断
面
を
加
工
し
て
、
電
気
炉
で
強
化

し
、
コ
ッ
プ
や
グ
ラ
ス
や
ろ
う
そ
く
立

て
な
ど
を
作
り
み
や
げ
物
と
し
て
販
売

し
て
い
る
。
地
元
の
ス
ナ
ッ
ク
や
食
堂

な
ど
で
も
メ
ラ
ニ
ン
製
コ
ッ
プ
に
替
え

て
積
極
的
に
使
用
し
て
い
た
。
（
紺
野
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
省
認
可
取
得
を

き
っ
か
け
に
、
諸
官
庁
・
関
係
団
体
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
日
資
連
の

更
な
る
組
織
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
」
と
力
強
く
挨
拶
し
た
。 

            

〔
講
義
内
容
〕 

（
一
）「
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
海
外
市
況
お 

よ
び
将
来
性
」
（
三
井
物
産
メ
タ
ル

ズ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
・
東
仲
富
彦

氏
） 

 

世
界
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
発
生
量
は
、

約
五
億
五
一
〇
〇
万
ト
ン
で
、
約
一
億

八
二
〇
〇
万
ト
ン
（
二
〇
〇
〇
年
比
）

増
加
。 

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
国
際
貿
易
の
現
状

は
、
米
国
・
ロ
シ
ア
・
日
本
か
ら
東
ア

ジ
ア
（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）
や
東
南

ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
が
主
だ
が
、
最
近
で

は
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ト
ル
コ
へ

の
輸
出
が
増
え
て
い
る
。 

 

ア
ジ
ア
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
発
生
量
と

消
費
は
、
約
二
億
一
二
〇
〇
万
ト
ン
、

消
費
が
約
二
億
一
六
〇
〇
万
ト
ン
。
二

〇
一
二
年
に
は
、
発
生
量
が
約
七
五
〇

〇
万
ト
ン
増
加
し
て
約
二
億
八
七
〇
〇

万
ト
ン
位
、
消
費
が
約
八
一
〇
〇
万
ト

ン
増
加
し
て
約
二
億
九
七
〇
〇
万
ト
ン

位
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。 

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出
入
は
、
ア
ジ
ア

全
体
で
、
輸
入
が
約
二
七
〇
〇
万
ト
ン
、

輸
出
が
約
一
三
〇
〇
万
ト
ン
。
二
〇
一

二
年
に
は
、
輸
入
が
約
三
〇
〇
万
ト
ン

減
少
し
て
約
二
四
〇
〇
万
ト
ン
位
、
輸

出
が
約
一
〇
〇
万
ト
ン
増
加
し
て
約
一

四
〇
〇
万
ト
ン
位
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。 

田中商店・水俣営業所 

（リターナブルびんの洗滌作業の様子） 

本
省
認
可
決
定
を
弾
み
と
し
て 

更
な
る
組
織
強
化
を
図
る 

〜
二
〇
〇
八
年
度
日
資
連
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
〜 

研修会の冒頭で 

挨拶する紺野会長 
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（
二
）
「
レ
ア
メ
タ
ル
の
世
界
的
動

向
」
（
経
済
産
業
省
産
業
環
境
局
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
長
・
横
山
典
弘
氏
） 

 

日
本
の
三
Ｒ
政
策
は
、
「
環
境
制
約

と
資
源
制
約
の
克
服
に
向
け
て
、
大
量

生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
経

済
社
会
か
ら
、
環
境
と
経
済
を
統
合
し

た
持
続
可
能
な
発
展
を
指
向
す
る
『
循

環
型
社
会
』
を
目
指
す
」
事
を
目
的
と

し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
日
本

は
三
Ｒ
政
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
天
然

資
源
を
効
率
的
に
利
用
し
、
高
い
資
源

生
産
性
を
達
成
し
て
き
て
い
る
が
、
一

方
で
、
商
品
の
過
剰
包
装
対
策
や
レ
ジ

袋
削
減
対
策
等
、
最
終
処
分
場
に
行
く

ご
み
の
量
を
減
ら
す
と
い
う
課
題
に
今

後
も
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。 

 

現
在
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
一
般

廃
棄
物
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ま
な

い
問
題
点
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
。 

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
生
処
理
の
際
の
熱

回
収
は
、
ほ
ん
の
一
部
し
か
行
わ
れ
て

い
な
い
等
の
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）

の
排
出
削
減
（
低
炭
素
社
会
の
構
築
）

と
の
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
。 

②
市
町
村
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
収

集
し
て
指
定
法
人
に
持
ち
込
む
こ
と
は

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
再
生
処
理
し
て
も

資
源
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
整
合
性

が
と
れ
て
い
な
い
。 

 

都
市
鉱
山
＝
レ
ア
メ
タ
ル
と
は
、
携

帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ

ビ
等
の
家
電
製
品
に
含
ま
れ
る
金
属
類

の
事
で
、
金
・
銀
・
銅
・
イ
ン
ジ
ウ
ム

（
銀
白
色
の
金
属
。
主
に
液
晶
や
プ
ラ

ズ
マ
等
に
使
用
。
）
・
タ
ン
タ
ル
（
灰
色

の
金
属
。
主
に
コ
ン
デ
ン
サ
に
使
用
。
）

等
が
あ
る
。
日
本
国
内
に
蓄
積
さ
れ
て

い
る
金
属
の
量
は
、
世
界
有
数
の
資
源

国
に
匹
敵
す
る
規
模
の
も
の
が
あ
る
が
、

蓄
積
さ
れ
て
い
る
全
て
の
金
属
が
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

レ
ア
メ
タ
ル
自
体
の
回
収
も
う
ま
く
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

（
三
）
「
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
需
給
予

測
と
方
向
性
」
（
社
団
法
人
日
本
鉄

リ
サ
イ
ク
ル
工
業
会
会
長
・
中
辻
恒

文
氏
） 

 

リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
に
は
、
次
の
四
点
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。 

①
直
近
の
経
済
現
象
（
市
況
価
格
）
で

は
な
く
、
歴
史
的
経
緯
・
社
会
経
済
的

背
景
を
よ
く
観
察
す
る
。
②
再
生
資
源

の
価
格
変
動
と
は
関
係
な
く
、
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
よ
っ
て
、
日
本
の
産
業

発
展
に
と
っ
て
国
際
的
競
争
優
位
を
確

立
す
る
「
機
会
」
と
捉
え
る
。
③
日
本

は
世
界
有
数
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
埋

蔵
国
家
」
で
あ
る
。
④
低
炭
素
と
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
埋
蔵
国
家
を
組
み
合
わ
せ 

         

る
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
高
付

加
価
値
産
業
に
育
成
で
き
る
。 

 

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
業
の
持

続
的
発
展
を
図
る
た
め
の
発
想
と
し
て

は
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
自 

然
発
生
量
の
増
加
と
価
格
の
上
昇
に
頼

る
業
の
拡
大
か
ら
の
脱
却
、
②
集
荷
と

処
理
技
術
の
向
上
・
事
業
連
合
に
よ
る

付
加
価
値
構
造
の
創
造
、
③
金
属
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
の
連
合
体
の
形
成
と
現
在 

の
社
会
経
済
構
造
の
中
に
お
け
る
成
長

機
会
の
模
索
。
ま
た
、
同
業
の
成
長
機

会
は
、
次
の
二
点
に
見
出
せ
る
事
が
出

来
る
。
①
省
エ
ネ
技
術
と
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
は
「
優
位
性
」
を
発
揮 

で
き
る
分
野
で
あ
り
、
か
つ
、
温
暖
化

防
止
と
低
炭
素
社
会
の
形
成
に
集
約
さ

れ
て
い
る
、
②
国
別
国
内
問
題
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
の
競
争
や
環
境
・
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
体
制
の

整
備
等
の
課
題
が
あ
る
。 

 

現
在
の
日
本
国
内
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
在
庫
は
、
関
東
地
区
で
約
七
五
万
ト

ン
、
中
部
地
区
で
約
五
〇
〜
六
〇
万
ト

ン
、
関
西
地
区
で
約
四
〇
〜
五
〇
万
ト

ン
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
今
日
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
価
格
は
、
十
月
一
ヶ

月
間
で
三
五
〇
〇
〇
円
の
大
幅
下
落
と

な
っ
た
。
原
因
は
、
九
月
に
大
き
く
台

頭
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
、
経
済
収

縮
の
影
響
を
受
け
、
国
際
ス
ク
ラ
ッ
プ

相
場
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
他
、
韓

国
・
中
国
を
中
心
と
す
る
輸
出
環
境
も

混
迷
の
度
合
い
を
強
め
た
た
め
、
輸
出

せ
ず
に
国
内
に
残
し
て
し
ま
っ
た
事
が

要
因
と
な
っ
て
い
る
。 

〔
鉄
鋼
生
産
工
場
見
学
〕 

 
 

研
修
会
二
日
目
の
十
一
月
四
日

（
火
）
は
、
京
浜
地
区
に
あ
る
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
・
東
日
本
製
鉄
所

を
見
学
し
た
。 

東
日
本
事
業
所
は
京
浜
地
区
の
扇
島 

一
帯
約
五
〇
〇
万
㎡
（
東
京
ド
ー
ム
約 

一
二
〇
個
分
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
約
十
個
分
）
を
利
用
し
て
、
鉄
鋼
製

品
を
生
産
し
て
い
る
。 

 

初
め
に
、
会
社
内
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
鉄
鋼
製
造
過
程
の
ビ
デ
オ

を
視
聴
し
、
担
当
者
か
ら
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
受
け
た
後
、
実
際
に
工
場
見
学
に
入

っ
た
。 

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
原
料
の
受
け
入
れ
港

で
は
原
料
と
な
る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
、

ブ
ラ
ジ
ル
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
か
ら

研修会受講風景 
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年
間
約
二
〇
万
ト
ン
を
輸
入
し
て
い
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。
製
銑
・
製
鋼
工
場

で
は
、
原
料
の
鉄
鉱
石
等
を
、
コ
ー
ク

ス
と
と
も
に
高
炉
の
上
か
ら
入
れ
、
炉

の
下
か
ら
一
二
〇
〇
℃
の
熱
風
と
酸
素

を
吹
き
込
ん
で
、
鉄
鉱
石
等
を
溶
か
し

な
が
ら
、
不
純
物
を
取
り
除
く
工
程
が

行
わ
れ
て
い
た
。 

一
方
、
圧
延
工
場
で
は
、
製
銑
・
製

鋼
工
場
で
精
製
さ
れ
た
銑
鉄
を
加
熱
後
、

最
大
幅
五
三
〇
〇
ミ
リ
の
鋼
板
に
伸
ば

し
、
最
後
に
冷
却
処
理
さ
れ
、
鉄
鋼
製

品
と
し
て
完
成
し
て
い
く
工
程
を
見
学

し
た
。
圧
延
機
を
通
っ
て
薄
く
伸
ば
さ 

れ
た
鋼
板
が
出
て
来
た
と
き
は
、
大
変

な
熱
風
が
見
学
通
路
ま
で
到
達
し
て
来 

    

平
成
二
〇
年
十
二
月
一
日
荒
川
区
の

ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
て
、
社
団
法

人
東
京
都
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
会
の
主

催
に
て
再
生
資
源
抜
き
取
り
防
止
促
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。 

各
地
で
非
常
に
困
っ
た
問
題
に
な
っ

て
い
る
「
古
紙
抜
き
取
り
業
者
」
を
な

く
す
為
の
会
合
で
あ
っ
た
。 

 
 

内
容
は
、
「
抜
き
取
り
業
者
」
に
対
す

る
世
田
谷
区
の
取
り
組
み
の
説
明
、
法

曹
界
か
ら
の
意
見
、
住
民
、
回
収
業
者
、 

問
屋
と
し
て
の
解
決
の
あ
り
方
の
議
論 

て
、
も
の
す
ご
く
暑
か
っ
た
。
担
当
者

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
鋼
板
の
圧
延
は
、

一
二
〇
〇
℃
と
い
う
加
熱
具
合
が
一
番

良
く
仕
上
が
り
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ

以
下
で
も
全
て
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
と
の
事
だ
っ
た
。
工
場
内
は
、
製
鋼

機
械
を
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
で

行
っ
て
お
り
、
制
御
室
で
は
、
職
員
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
監
視
作
業
に
あ
た
っ

て
い
た
。 

こ
の
会
社
で
は
、
鉄
鋼
生
産
の
他
に

使
用
済
み
家
電
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
等
の
事
業
も
行
っ
て
お
り
、

工
場
見
学
終
了
後
、
担
当
者
は
、
今
度

機
会
が
あ
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
等

も
是
非
お
見
せ
し
た
い
と
語
っ
て
い
た
。 

    

で
あ
っ
た
。
当
日
は
各
地
域
組
合
か

ら
百
五
十
名
余
り
が
参
加
さ
れ
、
会
場

が
満
席
と
な
っ
た
。 

こ
の
問
題
に
対
す
る
被
害
の
深
刻
さ 

や
、
解
決
の
難
し
さ
を
表
し
て
い
る
。 

世
田
谷
区
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
長
・ 

松
下
洋
章
氏
に
よ
る
基
調
講
演
、
東
リ

協
会
に
よ
る
「
再
生
資
源
抜
き
取
り
行

為
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
後
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。 住

民
側
か
ら
抜
き
取
り
業
者
と
委
託 

業
者
の
区
別
が
つ
か
な
い
、
誰
が
持
っ 

て
行
っ
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
は
行
わ
れ
る 

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。 

回
収
業
界
か
ら
は
、
資
源
回
収
は
決

め
ら
れ
た
時
間
内
に
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
、
安
全
、
安
心
の
作
業
を
行
っ
て
い

る
。 し

か
し
抜
き
取
り
業
者
は
、
道
交
法

も
守
ら
ず
集
積
所
も
散
ら
か
し
て
価
値

の
あ
る
品
物
だ
け
を
持
ち
去
っ
て
行
く

事
、
又
最
近
は
暴
力
団
が
ら
み
の
者
が

増
え
て
委
託
業
者
に
対
し
恫
喝
ま
で
し

て
い
る
現
状
や
、
各
地
の
資
源
回
収
を

行
っ
て
い
る
行
政
に
対
し
「
抜
き
取
り

防
止
条
例
」
の
早
期
制
定
を
お
願
い
し

て
い
る
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

問
屋
側
と
し
て
は
、
抜
き
取
り
は
犯

罪
な
の
だ
か
ら
窃
盗
罪
の
適
用
を
警
察

に
お
願
い
す
べ
き
と
の
意
見
、
又
関
東

商
組
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
に
抜
き
取
り

業
者
の
資
源
を
買
う
問
屋
が
あ
る
と
の

報
告
も
あ
っ
た
。 

法
曹
界
か
ら
は
、
行
政
、
住
民
と
一

緒
に
被
害
状
況
を
何
度
も
警
察
に
訴
え

て
い
き
、
犯
罪
撲
滅
の
ム
ー
ド
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
警
察
は
動
き
に
く
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。 

大
勢
の
業
界
の
人
達
が
参
加
す
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨
年
に
続
い
て
二
度
目

で
あ
っ
た
が
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た

と
思
う
。 

決
め
手
と
な
る
答
え
は
出
て
こ
な
か

っ
た
が
、
市
民
に
も
っ
と
多
く
参
加
し

て
も
ら
い
、
回
を
重
ね
て
行
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。 

 
 
 

（
吉
浦
） 

〔
当
日
の
パ
ネ
リ
ス
ト
参
加
者
〕 

●
松
下
浩
章
（
行
政
・
世
田
谷
区
清
掃
、 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
課
長
） 

●
江
尻
京
子
（
市
民
・
特
定
非
営
利
活

動
法
人
東
京
多
摩
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
運

動
連
邦
事
務
局
長
） 

●
吉
浦
高
志
（
回
収
業
者
、
東
多
摩
再

資
協
専
務
理
事
） 

●
上
田
雄
健
（
古
紙
問
屋
三
弘
紙
業
㈱
） 

●
服
部
弘
、
（
法
曹
大
原
法
律
事
務
所

弁
護
士
） 

●
山
本
耕
平
（
コ
―
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
㈱

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
都
市
環
境
研
究
所
） 

               

資
源
抜
き
取
り
問
題
対
策
の
充
実
を 

（
社
）
東
リ
協
会
・
「
抜
き
取
り
防
止
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催 

東リ協会研修会で発言する吉浦専務理事 
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組
合
業
務
の
品
質
向
上
を 

目
指
し
て 

 

本
年
十
一
月
よ
り
、
組
合
業
務
に
か

か
わ
る
車
両
装
備
品
や
作
業
着
を
一
新

し
、
統
一
規
格
を
定
め
ま
し
た
。
当
組

合
指
定
回
収
車
両
は
、
車
両
前
面
に
持

ち
去
り
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
の
横
断
幕

（
一
部
地
域
を
除
く
）
、
側
面
・
後
部
に

指
定
車
両
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ス
テ
ッ

カ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
指
定
あ
お
り
パ

ネ
ル
、
運
転
席
前
面
に
運
転
者
の
会
社

名
・
氏
名
・
連
絡
先
を
表
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
回
収
員
は
、
水
色
の
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
指
定
作
業
着
と
し
て
着
用
し

て
い
ま
す
。 

            

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
平
成
一
七
年
、

官
公
需
適
格
組
合
の
認
定
に
合
わ
せ
て

開
始
さ
れ
た
受
注
検
査
を
直
ち
に
実
施

し
、
指
定
装
備
品
の
着
用
状
況
、
交
通

法
規
の
遵
守
や
、
酒
気
帯
び
の
検
査
を

行
い
ま
し
た
。
持
ち
去
り
の
現
場
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
指
定
外
業

者
と
も
遭
遇
し
ま
し
た
。 

 

業
務
の
品
質
向
上
と
と
も
に
、
作
業

着
や
装
備
品
の
規
格
統
一
に
よ
る
指
定

業
者
・
抜
き
取
り
業
者
と
の
差
別
化
を

図
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

た
次
第
で
す
。 

※
検
査
活
動
は
、
年
に
四
回
、
不
定
期

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

市
民
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い 

●
小
平
市
・
清
瀬
市
・
東
村
山
市
の
環

境
・
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
に
出
展 

 

九
月
六
日
の
小
平
市
環
境
フ
ェ
ア
、

一
〇
月
一
九
日
の
清
瀬
市
民
祭
り
、
一

〇
月
二
六
日
の
東
村
山
市
環
境
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ア
に
ブ
ー
ス
出
展
し
、
パ
ネ

ル
や
再
生
品
の
展
示
、
分
別
ク
イ
ズ
、

資
源
の
抜
き
取
り
や
再
生
紙
偽
装
問
題

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。 

         

●
美
住
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ 

子
ど
も
エ
コ
広
場
の
受
け
入
れ 

 

一
〇
月
二
四
日
、
子
ど
も
探
検
隊
を

㈱
三
栄
サ
ー
ビ
ス
に
て
受
け
入
れ
ま
し

た
。
一
時
間
ほ
ど
で
し
た
が
、
古
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
を
勉
強
し
て
も
ら

っ
た
り
、
重
機
を
使
っ
た
作
業
の
見
学

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
み
ん
な
真
剣
に
メ
モ
を
と
っ
た
り
、

写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
勉
強
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

           

●
集
団
回
収
を
楽
し
く
す
す
め
る
会 

 

九
月
二
一
日
に
美
住
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
の
一
〇
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
て
、

パ
ネ
ル
展
示
や
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
通
信
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
北
野
大

氏
の
講
演
会
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市

民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

一
二
月
五
日
に
は
、
埼
玉
県
寄
居
町

に
あ
る
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
を
見
学

し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
埼
玉
県
内
の
一

般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
九
社
の
民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
関

連
工
場
が
入
っ
て
お
り
、
か
な
り
大
規

模
な
施
設
で
す
。
ま
ず
、
環
境
整
備
セ

ン
タ
ー
に
て
、
施
設
全
体
の
概
要
説
明

を
聞
い
た
後
、
東
村
山
市
が
焼
却
灰
を

搬
入
を
し
て
い
る
㈱
ヤ
マ
ゼ
ン
と
、
廃

棄
物
か
ら
Ｒ
Ｐ
Ｆ
を
製
造
し
て
い
る
㈱

エ
コ
計
画
を
見
学
し
ま
し
た
。 

五
月
か
ら
こ
の
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
市
民
の
皆

様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
来
年
度
は
、
こ
の
不
況
に
よ
る
製

紙
メ
ー
カ
ー
の
減
産
に
よ
る
荷
止
め
や

相
場
の
急
激
な
下
落
と
い
う
業
界
に
と

っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
情
勢
の
中
で
も
、

集
団
回
収
と
い
う
行
政
・
市
民
・
業
者

が
一
体
と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
持
続
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 （

青
年
部 

紺
野
） 

          

 
組合事業指定車両の表示 

 
清瀬市民祭にて 

 
エコ探検隊の子どもたちと 

 
美住リサイクルショップ 10 周

年記念イベントにて 
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●
中
小
企
業
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

 

去
る
九
月
十
八
日
（
木
）
、
東
京
・
日

本
橋
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
、

中
小
企
業
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
各
界
か
ら
三
人
の
講
師
を
招
い
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
師
と
講
演
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

①
北
川
正
恭
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院

教
授
）
…
「
こ
れ
か
ら
の
政
局
を
読
む
」 

②
鰐
淵
美
恵
子
氏
（
㈱
銀
座
テ
ー
ラ
ー

代
表
取
締
役
社
長
）
…
「 

“
老
舗
企
業
”  

再
生
へ
の
挑
戦
！
崖
っ
ぷ
ち
に
立
つ
勇

気
を
持
つ
と
い
う
こ
と
」 

③
野
口
秀
行
氏
（
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

教
授
）
…
「
元
気
な
企
業
は
こ
こ
が
違

う
！
二
一
世
紀
型
の
経
営
を
考
え
る
」 

●
中
央
会
会
長
表
彰
式 

 

去
る
十
月
八
日
（
水
）
、
東
京
都
中
央

会
会
長
主
催
の
優
良
組
合
員
・
優
良
専

従
職
員
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
当
組

合
の
小
畑
副
理
事
長
、
吉
浦
専
務
理
事
、

芳
野
事
務
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ

た
。 

       

行
事
・
行
動 

【
平
成
二
〇
年
九
月
】 

一
日
：
古
紙
回
収
推
進
特
別
委
員   

三
日
：
官
公
需
検
査
委
員
会 

六
日
：
小
平
市
環
境
フ
ェ
ア 

七
日
：
東
北
資
連
大
会 

八
日
：
東
資
協
理
事
会 

九
日
：
青
年
部
会
議 

一
〇
日
：
東
リ
協
会
・
事
業
対
策
委  

一
一
日
：
定
例
理
事
会  

一
四
日
：
関
資
連
総
会  

一
六
日
：
東
京
商
工
会
議
所
懇
談
会 

：(

社)

東
リ
協
会
理
事
会 

：
小
平
Ｒ
Ｃ
安
全
会
議 

一
七
日
：
官
公
需
検
査
委
員
会 

一
八
日
：
中
小
企
業
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

二
〇
日
：
日
資
連
理
事
会 

二
一
日
：
東
村
山
夢
ハ
ウ
ス
一
〇
周
年 

 
  

二
四
日
：
東
リ
協
会
視
察
・
熊
本
水
俣  

二
九
日
：
古
紙
Ｃ
業
務
委
員
会 

 
 
 

：
小
平
Ｒ
Ｃ
安
全
会
議 

 
 
 

：
青
年
部
会
議 

三
〇
日
：
官
公
需
検
査
委
員
会 

 

【
一
〇
月
】  

二
日
：(

社)

東
リ
協
会
立
川
懇
談
会 

八
日
：
中
央
会
会
長
表
彰
式 

 
 

：
東
資
協
理
事
会 

一
〇
日
：
定
例
理
事
会 

一
七
日
：
小
平
Ｒ
Ｃ
安
全
会
議 

一
九
日
：
清
瀬
市
市
民
祭  

二
一
日
：(

社)

東
リ
協
会
理
事
会 

二
三
日
：
古
紙
Ｃ
業
務
委
員
会 

 
 
 

：
西
東
京
業
者
会
議 

二
六
日
：
東
村
山
市
環
境
Ｒ
フ
ェ
ア 

二
九
日
：(

社)

東
リ
協
会
理
事
会 

三
〇
日
：
青
年
部
会
議 

【
一
一
月
】 

 

三
日
：
日
資
連
研
修
会  
 

五
日
：
青
年
部
会
議 

八
日
：
東
資
協
理
事
会 

一
一
日
：
官
公
需
検
査
委
員
会 

：
定
例
理
事
会 

一
二
日
：(

社)

東
リ
協
会
・
勉
強
会 

一
五
日
：
日
資
連
理
事
会 

一
七
日
：
財
務
委
員
会  

一
八
日
：(

社)

東
リ
協
会
理
事
会 

一
九
日
：
西
東
京
業
者
会
議 

二
一
日
：
広
報
委
員
会 

二
四
日
：
東
村
山
市
・
子
供
Ｒ
講
座 

二
五
日
：
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
検
査 

二
七
日
：
古
紙
Ｃ
業
務
委
員
会 

 
 
 

：
資
源
回
収
委
託
業
務
検
査 

二
八
日
：
古
紙
回
収
推
進
特
別
委
員 

三
〇
日
：
埼
玉
資
協
五
〇
周
年
式
典 

【
一
二
月
】
リ
サ
イ
ク
ル
議
員
懇
談
会 

 

一
日
：(

社)

東
リ
協
会
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
八
日
：
小
平
Ｒ
Ｃ
安
全
会
議 

 
 
 

：
東
資
協
理
事
会 

一
〇
日
：
官
公
需
検
査
委
員
会 

一
二
日
：
組
合
忘
年
会 

一
五
日
：
東
リ
協
会
・
事
業
対
策
委 

 
 
 

：
官
公
需
検
査
委
員
会 

 
 
 

：
定
例
理
事
会 

一
六
日
：(

社)

東
リ
協
会
理
事
会 

一
八
日
：
財
務
委
員
会 

二
二
日
：
広
報
委
員
会 

三
〇
日
：
仕
事
納
め 

編 

集 

後 

記 

ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー 

 

昨
年
は
貴
重
な
体
験
を
二
つ
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

世
界
的
な
資
源
価
格
高
騰
の
波
に
乗

っ
た
日
本
国
内
の
再
生
資
源
物
の
輸
出

価
格
高
騰
と
そ
の
反
対
の
大
暴
落
で
す
。 

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
以
前
か
ら
外
需
の

影
響
を
受
け
た
価
格
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、
他
の
再
生
資
源
は
初
め
て
輸

出
相
場
が
主
導
と
な
っ
た
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

買
い
集
め
た
中
国
人
を
テ
レ
ビ
放
映
し

て
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
今
ど
う
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。 

土
か
ら
掘
り
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
今
で
も
売
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

行
政
が
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
昨
年
前
半
の
価
格
の

十
分
の
一
以
下
に
な
っ
た
よ
う
で
、
引

取
り
不
能
と
な
っ
て
、
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し

た
業
者
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

今
年
は
丑
年
、
牛
の
様
に
あ
わ
て
ず
に

ゆ
っ
く
り
と
前
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 
 
 
 
 

 

（
吉
浦
髙
志) 

東
京
都
中
小
企
業
団
体 

中
央
会
主
催
行
事
に
参
加 

 

式典で表彰 

される芳野事務局長 

ホームページアドレス：http://www.h-recycle.or.jp/ Ｅメール：ri3196@oak.ocn.ne.jp 
 


